
 再評価結果（平成１６年度事業継続箇所） 
担 当 課： 道路局 高速国道課 

担当課長名：   横田 耕治   
事業名 近畿自動車道 紀勢
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事業概要 近畿自動車道紀勢線は紀伊半島沿線地域の産業・経済・文化・観光等の発展及び振興に資する路

線である。 

Ｈ１１年度事業化 Ｈ８年度都市計画決定 Ｈ－年度用地着手  Ｈ―年度工事着手 

全体事業費（有料）    １,６６１億円 事業進捗率     １％ 供用済延長   －km 

計画交通量 ５,５００～６,９００台／日（有料）、８,５００～９,４００台／日（無料） 

費用便益 Ｂ／Ｃ  総費用   (残 事 業)/(事業全体) 総便益   (残 事 業)/(事業全体) 基準年  

分析結果   (事業全体)２.１５  １,０２４/１,０２９億円  ２,２１２/２,２１２億円  平成１５年度 

（有料）   事 業 費：  954/  959億円  走行時間短縮便益:2,013/2,013億円  

   (残 事 業)２.１６  維持管理費：   70/   70億円  走行費用減少便益:  146/  146億円  

    交通事故減少便益:   53/   53億円  

費用便益 Ｂ／Ｃ  総費用   (残 事 業)/(事業全体) 総便益   (残 事 業)/(事業全体) 基準年  

分析結果   (事業全体)２.４３   ９７９/９８４億円  ２,３９１/２,３９１億円  平成１５年度 

（無料）   事 業 費：  942/  947億円  走行時間短縮便益:2,173/2,173億円  

   (残 事 業)２.４４  維持管理費：   37/   37億円  走行費用減少便益:  160/  160億円  

    交通事故減少便益:   59/   59億円  

事業の効果等（有料）  

・指標１（高速バス等長距離自動車交通の利便性が高まる） 

・指標２（新幹線・空港等幹線交通網への利便性が高まる） 

・指標３（高度な医療施設までの搬送時間が短縮される）                  他１２項目に該当

関係する地方公共団体等の意見  

 県南部では、東南海地震の発生が極めて高い確率で懸念される中、地震発生時に唯一頼りになる国道４２号が津波

等によって寸断され、各地が陸の孤島化することから、緊急輸送路として『命の道』高速道路の整備が特に重要な区

間である。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

 将来の社会経済状況の変化に対応した将来交通需要、及び、長期的な道路計画の検討に資する２０５０年までの推

計を目的に、前提となる社会経済指標等を見直した結果、全車の総交通需要を下方に修正。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

 現在、中心杭設置済。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 今後、地元設計協議に着手する予定。 

施設の構造や工法の変更等  

 新技術・新工法や現地の状況変化も確認しながら積極的にコスト縮減を図っていく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

 高速道路の整備を直轄方式に移行する見直しを行い、事業継続と判断する。 

事業概要図 

 

 

 
供用中はＨ１５年度供用予定を含む。

近畿自動車道 紀勢線
尾鷲北～紀勢

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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